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上の高齢者の 7 人に 1 人と推計される。正常と認知症と
の中間の状態の軽度認知障害（MCI：mild cognitive
impairment）と推計される約400万人とあわせると、高
























and Psychological Symptoms of Dementia）への対応
に知識が結びついていた。同様に看護学生の認知症高齢
者の臨地実習前後のイメージの変化（炭多ら，2017）に
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習であり、期間は 5 月～12月である。具体的には、 3 年



























































































「あまりない」女性 9 名（23.1％）、男性 5 名（12.8％）、
「時々あった」女性 4 名（10.3％）、男性 0 名（ 0％）、「よ
くあった」女性 7 名（17.9％）、男性 2 名（5.1％）であっ





0 名（0.0％）、「あまり変わらない」女性 8 名（20.5％）、
男性 3 名（7.7％）、「少しかわった」女性15名（38.5％）、



































全くない 1( 2.6) 11(28.2)
あまりない 5(12.8) 9(23.1)
時々あった 0( 0.0) 4(10.3)
よくあった 2( 5.1) 7(17.9)
イメージの変化 全く変わらない 0( 0.0) 2( 5.1)
あまり変わらない 3( 7.7) 8(20.5)
少し変わった 4(10.3) 15(38.5)














































































































数 3 個、『認知症の理解』コード数 2 個であった。
認知症高齢者へのイメージの変化がなく、同居経験が
ある学生の多かったサブカテゴリーは、『変化がない』



























































































カテゴリー サブカテゴリー コード 数
































家族介護 家族の介護負担（3） ①家族の介護が大変。 1
②介護が大変。 1
③介護や看護をするのは大変。家族は気が気でない。 1





















カテゴリー サブカテゴリー コード 同居経験有無
認知症高齢者へ
のイメージの変
化があった
個別性
（16）
①認知症の方でも一人一人違う。
②明るい人もいる。
③話しかけてくださる人もいて認知症だと言われないとわからない人もいた。
④コミュニケーションをとることでその方のリハビリにもなることを知った。
⑤よく話す方もいれば、口数が少ない方もいる。
⑥認知症の症状は、一人一人様々で関わってくれて覚えてくれることもわかった。
自分がどれだけ関わるかで患者さんが変わる
⑦話してみると利用者なりの世界観を持っていてその中でどのような生活を送っ
てきたのか、どういう思いだったのか、自分なりのしっかりとした考えを持っ
て生活していると感じた。
⑧関わってみて利用者なりの考えをもち、全ての行動にしっかりとした意味があ
ることがわかった。
⑨認知症の程度にも段階が有り、全ての人が認知症特有の症状が出るわけでない
と思った。
⑩人との関わりを楽しんでいる人も中にはいた。
⑪あの人は嫌だという感じにトラブルにまで発展することもあった。
⑫認知症でもライフヒストリーに差がある。
⑬一人一人違う症状がある。
⑭自分の思いをしっかり持っている。見当識が日によって差がある。
⑮マイナスなイメージだと思っていたが、明るく接してくれる方が多かったため
関わりやすいと思った。
⑯できることもたくさんある。人によって様々である。
あり
あり
あり
あり
あり
あり
あり
あり
あり
あり
あり
なし
なし
なし
なし
なし
記憶の変化
（4）
①昔のことは良く覚えているため昔の話をすると楽しそうに会話ができることが
学べた。
②思い出に残っている話を繰り返しする。はっきり記憶していることがある（結
婚年齢など）
③優しく根気よく諦めずアプローチするときちんと呼びかけに対して反応してく
れる。
④声かけや促しを行うことで、自力でセルフケアを行うことが可能となる。
あり
なし
なし
なし
可能な会話
（13）
①話しかけても返事がないのは答えないのもあるが、聞き方を変えるだけで良く
話してくれるようになり、アプローチの仕方を少し変えるだけで様々な話をす
ることができた。
②情緒不安定なイメージがあったが、そのようなことはなく普通にコミュニケー
ションがとれ明るい感じだった。
③最初は関わりにくいイメージが強かったが、会話をしてみると普通に会話もで
きることがわかった。
④普段は病院や施設での集団生活を送れていた。
⑤普通に会話ができる人もいる。なにか目的を持っている。又しっかりと会話し
ようとすると話すこともできる。
⑥コミュニケーションがとれ何回か同じことを聞くが会話が成り立つ。昔のこと
を覚えておりそこから会話を広げることができることを知った。
⑦会話はできることがわかった。比較的おだやかに暮らしている（怒っているわ
けでない）
⑧コミュニケーションをとることで心を開いてくれ会話をしてくれることが増えた。
⑨実習に行く前は同じ話を何度もするイメージがあったため、ずっと話している
イメージがあった。しかし受け持ち利用者は、認知症が進んでいるため自分か
ら話すことは少なかった。
⑩認知症は、進行と共に会話の量も減ることを改めて感じた。
⑪成立する会話を行うことができた。
⑫同じ認知症でも程度に差があり、コミュニケーションも個人差がある。
⑬実習で会話してみて会話は難しいこともあるが、会話ができる。
あり
あり
あり
あり
あり
あり
あり
あり
なし
なし
なし
なし
なし
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認知症の理解
（13）
①実習で毎日顔を合わすこととたまにしか顔を合わさない場合と差があることが
わかった。
②毎日関わることで変化がわかった。
③ただ怒りっぽいだけでなくきちんと説明すると納得していたいただけることも
わかった。
④認知が、重度の方は食事も食事とわからないということを知った。
⑤認知症の方は程度に差があり、暴力的な人もいるがそうでない人もいる。
⑥症状が幅広い。ただの物忘れと違う。
⑦本当に物事を認識できない人がいた。
⑧日常生活動作に影響が出てくる。
⑨環境や伝え方が変わると思い出し、伝わる（理解できる）こともあることがわかった。
⑩症状の出現がない認知症の高齢者の方は、認知症のない高齢者とかわらない。
⑪日によって調子が違う。笑顔が多い。
⑫接していれば名前や顔など覚えていてくれる。思っていたよりも忘れない。
⑬叫んでいる人がいなかった。普通の人もいる。こだわりが強い人がいる。
あり
あり
あり
あり
あり
あり
あり
あり
あり
あり
あり
なし
なし
認知症高齢者へ
のイメージの変
化がなかった
変化がない
（3）
①近所や祖母が認知症であったためにイメージの変化はなかった。
②家で認知症の人と接しているためイメージは変わらなかった。
③実習を通して大声をだされたりすることがあり、イメージは変わらなかった。
あり
あり
なし
症状の気づき
（6）
①せん妄などの症状が著名に出ている人ばかりだと思っていたがそこまでいな
かった。
②言ったことは、すぐ忘れてしまうものの、根気よく関わっていくと少しずつ覚
えてくれる。
③認知症と診断が付いても今日の予定やご飯の内容など覚えており、しっかりし
ているように見える方もいる。
④認知症の症状は進行具合で違っていた。
⑤会話の中で少し前の記憶がなく何度も同じことを繰り返していた。
⑥自分は認知症であるという自覚がなく普通の感覚で暮らしていることがわかった。
あり
なし
なし
なし
なし
なし
